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１．白井市在宅医療・介護連携、認知症

対策推進協議会の役割、体制

3



協議会の具体的な役割

・白井市の現状や課題、あるべき姿（目標）

今後の方針について話しあう場

・在宅医療・介護連携、認知症対策に関

する事項について、意思決定し、政策化

する場

・課題別ワーキングからの提案について、

協議し決定する場
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病院長会議
「在宅医療後方支援体制
の運営に関すること」

在宅医療・介護連携、

認知症対策推進協議会

認知症
対策WG

（ポワール
の会）

在宅医
療・救急
医療連
携WG

多職種

連携

研修企画
WG

市民啓
発WG

入退院
時連携
WG

協議会の体制



２．在宅医療・介護連携推進事業、

認知症対策の取り組み経過について
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資料１ 課題および実績報告
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在宅医療・介護連携、認知症対策の目指す姿

入退院支援

急変時の対応

認知症対応

看取り

日常の療養支援
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多職種連携研修会の
開催

しろい在宅医療
フォーラムの開催

救急医療情報
キットの普及

認知症初期集中支援
チームの稼働

（仮）入退院連携
ルールBOOK案作成

相談窓口の設置
（市内３地域包括）

(仮)白井市版
終活支援ノートの作成

平 成 3 0 年 度 の 主 な 実 績

在宅医療後方支援
体制の協定締結



平成30年度救急医療情報キット配布実績

H30救急医療情報キット配布数 累計（H29.12～）

1,253 1,478
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平成３０年度救急医療情報キット活用実績
※平成30年度市内65歳以上の救急出動件数 1,188件

自宅用シート 86件
介護施設用シート 79件



３．認知症初期集中支援チーム

平成30年度活動実績報告
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資料２ 認知症初期集中支援チーム平成30年度活動実績報告



４．在宅医療・介護連携推進事業、

認知症施策の今年度活動計画
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資料３ 令和元年度事業実施計画
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介護施設の
救急時対応

在宅医療提供
体制の現状把
握、対策の検討

医療者の参
加が少ない

ICT導入の
検討

入退院連携
ルールBOOK
の普及

救急医療情
報キットの
普及

終活支援
ノートの普及

市民啓発
の充実

相談体制の

充実、関係
者への周知

今年度の主な検討課題、取り組み

認知症介護者
支援の場の充実

認知症初期集
中支援チーム
の評価

在宅医療後方
支援体制制度
の運営評価
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令和元年度 協議会日程、主な内容(案)

第1回
令和元年
6月27日（木）

・在宅医療・介護連携推進事業、認知症施
策のこれまでの経過報告（課題・実績）
・今年度の取り組みについて

第2回
令和元年
9月26日（木）

・評価指標の設定について
・ICT導入の検討
・第２回しろい在宅医療フォーラム(12月8日)について

第3回
令和元年
12月12日（木）

・在宅医療後方支援体制の運用状況について
・課題別ワーキングの進捗報告

・認知症初期集中支援チーム上半期報告、次年度の
活動方針について

第4回
令和2年
3月12日（木）

・今年度の活動実績の報告
・次年度の取り組みについて



在宅医療・救急医療連携WG

１．救急医療情報シートの普及啓発

２．救急医療情報シート運用課題の検証

３．介護施設における看取り・救急に関する

課題の把握、対策の検討

４．介護施設におけるACP（アドバンスケア

プランニング）の普及
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多職種連携研修企画WG

「多職種の顔の見える関係づくり」

「職種間の相互理解」

「各職種の資質向上」

上記項目を目的とした研修会を開催するため
の、研修企画を立案。

15



市民啓発WG

１．在宅医療、在宅看取り等の普及啓発

①「第2回しろい在宅医療フォーラム」企画

②その他の方法（ホームページ、啓発物等）

２．「白井市終活支援ノート」配布に伴う講座

内容の検討

（アドバンスケアプランニングの重要性など）
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入退院時連携WG

「要介護状態の方が病気の悪化等を理由
に病院へ入院することになっても安心して入
院・退院ができ、支援が着実に引き継がれ
る」ための取り組みを検討

１．入退院時連携ルールBOOKの仕上げ

２．入退院時連携ルールBOOKの周知対策
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認知症対策WG（ポワールの会）

●目的

白井市の認知症施策に関する取り組みの検討

1.認知症当事者/介護している家族への支援の
充実につながる取り組みの検討・実施

2.認知症についての市民向け周知啓発につい
て検討・実施
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５．在宅医療・介護連携推進事業

の評価指標の設定について
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共有・協議したいこと

●評価指標設定の必要性について

●白井市の評価指標項目の設定
に向けて
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厚生労働省ＨＰより引用21



指標とその考え方について
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①市は分析や事業進捗確認用の指標・データと、目標とな
る評価指標を検討することが重要

②分析や事業進捗確認用の指標・データとしては在宅医療
や在宅介護、住民の意識ニーズ、在宅医療サービスの実
績等の指標を把握することが重要

③目標となる評価指標としては、地域の実情や取り組みに
応じて評価指標を検討、選択することが重要

出所）地域包括ケアシステムの構築に向けた地域支援事業における在宅医療・介護連携推進事業の
実施状況および先進事例等に関する調査研究事業 報告書
（平成28年度 老人保健事業推進費等補助金 老人保健健康増進等事業 野村総合研究所）
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入退院支援

急変時の対応

認知症対応

看取り

日常の療養支援



取り組み
１

③在宅療養に
関わる機関が、
密に連携して
いる。

⑤在宅療養に

関する相談支
援体制の整備

取り組み
１

取り組み
３

取り組み
２

取り組み
２

①在宅療養
体制の構築

②在宅療養に関
わる専門職の関
係構築・スキル
アップ

④在宅療養・

認知症に対す
る市民の理解
の促進

課題 課題

課題

課題

課題

課題
課題

課題

課題

課題

課題

医療と介護が必要になっても、住み慣れた地域で自分らしい暮らしが最期までできる

その結果として

取り組み
１

取り組み
２

取り組み
１

取り組み
２

取り組み
３

様々な取り組みの
結果として

取り組み
１

取り組み
２

①地域の課題の分析や事業の進捗状況を
確認するための指標

②在宅医療・介護連携推進事業を進めた結果として、
どれだけ目標の状態に迫ったかを示すための指標
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在宅看取り率



評価指標の種類
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ストラクチャー
（構造指標）

医療・介護サービスを提供する物的資源、人的資源
及び組織体制、外部環境並びに対象となる母集団を
測る指標

プロセス
（活動指標）

診療件数や住民向け普及啓発等の実施回数など、
実際にサービスを提供する主体の活動や、
他機関との連携体制を測る指標

アウトカム
（成果指標）

サービス提供の結果として、住民の健康状態や満足
度等を測る指標

ストラクチャー ・ プロセス ・ アウトカム

出所）平成29年度在宅医療・介護連携推進支援事業在宅医療・介護連携推進事業プラン作成強化セミナー
ミニレクチャー１在宅医療・介護連携推進事業における評価とPDCA



今後のスケジュールについて

①第2回協議会(9月）にて、評価指標項目の検討
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①地域の課題の分析や事業の進捗状況を確認する
ための指標

②在宅医療・介護連携推進事業を進めた結果として、
どれだけ目標の状態に迫ったかを示すための指標

目標となる評価指標としては、地域の実情や取り組みに応じて評価指標を検討、
選択することが重要



６．在宅医療と介護の連携のための

情報システム（ICT)導入について
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(株)カナミックネットワークより資料提供
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●県内５４自治体のうちICTを既に活用している自治体は
６か所、着手中と回答した自治体は8か所。(H30年5月時点）

●ICTの活用により、在宅療養患者に関わる在宅担当医や
病院の医師、訪問看護師、薬剤師、ヘルパー、リハビリ職、
ケアマネジャーなどがクラウド上で患者の状態や画像、
検査データなどの情報をタイムリーに共有でき、医療と
介護の連携に役立っている。

●白井市では４月からの在宅医療後方支援体制の運用が開始。
在宅担当医と後方支援病院との情報共有は書面で実施。
（郵送、FAX）

●在宅医療機関と訪問看護、ケアマネ等の関係機関間の情報
共有は、FAXや電話が主流。



協議したいこと

●在宅医療と介護の連携のための
情報システム（ICT)導入を検討する
プロジェクトチームの設置について
（設置の是非、メンバー構成など）
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